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研究論文	

Genealogy of ÔStyle-GaÕ  
The Case of Shōjo Club Magazine 
 

 
YONEMURA Noriko 

  

Abstract 
This paper aims to reevaluate ÔStyle-GaÕ (near 
full-page in height illustration of manga character 
wearing fashionable clothes) in Japanese girlsÕ comics, 
particularly those published in the monthly magazine 
Shōjo Club. ÔStyle-GaÕ are thought to have played an 
important role in the development of the original vis-
ual style of girlsÕ comics, and Takahashi Macoto, 
whose works were published in the monthly magazine 
Shōjo, is commonly accepted as their inventor. But 
Maruyama Akira, editor of the monthly magazine 
Shōjo Club, said that in his magazine, fashionable 
ÔStyle-GaÕ began with woman manga artists. Inspired 
by this remark, this paper considers another lineage of 
ÔStyle-GaÕ as fashionable images. 
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雑誌『少女クラブ』の場合

Genealogy	of	ʻStyle-Gaʼ
The	Case	of	Shōjo	Club	Magazine

米村典子 1

YONEMURA	Noriko

　本論は，スタイル画の様々の系譜を歴史の流れに沿っ

て腑分けし，1950 年代末から 1960 年代初めにかけて何

が起こっていたのかについて新たな光をあてていく計画
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2．少女マンガ研究における「スタイル画」の位置 
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図 1 高橋真琴「あらしをこえて」，『少女』光文社， 
  1958 年 3 月号，p. 57 

図 2 夏目房之介他『マンガの読み方 別冊宝島 EX』 
  宝島社，1995 年, p. 180． 
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が起こっていたのかについて新たな光をあてていく計画

の一環である。上述の拙論を踏まえつつ，『少女』のライ

バル誌であった講談社の月刊誌『少女クラブ』に調査対

象を広げ，これまであまり詳細に検討されることのなか

った「オシャレ」をキー概念として，『少女』とは異なる

「スタイル画」の系譜があったことを明らかにする。 

 

2．少女マンガ研究における「スタイル画」の位置 

 最初に，マンガ研究において「スタイル画」が占める

位置を確認しておきたい。コマと吹き出しからなるスト

ーリーマンガは 1950 年代に成立したとされるが，伊藤剛

は，劇画における「自然主義リアリズム」「映画的手法／

様式」の導入と，少女マンガにおける「スタイル画」に

よる「3 段ぶち抜き」のコマ構成の導入とが，1957 年か

ら 1958 年にかけてほぼ同時に起こり，以後日本のマンガ

は相互に影響されながら進展していったとしている。伊

藤によれば，「スタイル画」の導入は，劇画に見られる整

然と並んだコマ枠によるコマ構成を退け，結果的に「コ

マ＝フレームとする『読み』から離れる効果を持ち，後

の少女マンガにおける，コマの重層性を用意」したので

ある 2）。少女マンガのコマ構成を重層的であるという伊

藤の指摘は夏目房之介に倣っている（図 2）が，夏目が

取り上げた少女マンガは 1970 年代後半の作品であり，重

層的コマ構成の起源を「スタイル画」に求めることも，

その創始者を高橋真琴と特定することもされてはいない

3)。 だが，伊藤や少女マンガを非映画的な様式として取 

  

り上げた三輪健太朗 4）などの近年の研究では，高橋真琴

の「スタイル画」をきっかけとして見開きのレイアウト

が複雑化し，「重層的なコマ構成」に至ったとしている。 

 高橋真琴の「スタイル画」の重要性を指摘した早い例

としては，米澤嘉博の『戦後少女マンガ史』（1980 年）

があげられる 5）。米澤は，少女雑誌に掲載されるマンガ

家のほとんどが男性で「読者である少女達と通じ合える

感性の欠如」していた状況の中，「少女マンガの変革者と

して登場」したのが高橋であったとしている。ただし，

米澤は少女マンガの通史の中で高橋について言及してい

るのであり，高橋に焦点を絞った本格的研究は 2007 年の

藤本由香里の論文「少女マンガの源流としての高橋真琴」

6）を待たねばならなかった。藤本は，1950 年代後半の少

女マンガの文脈の中で高橋の作品を取り上げ，少女マン

ガ独特の「スタイル画」や，複数のコマを統合する役割

をもったレイヤーのように重なる人物画が高橋にはじま

ることを実証的に示そうとした。上述の伊藤剛や三輪健

太朗は，主な考察対象が少年マンガであるため，「スタイ

ル画」を中心として少女マンガに言及する時には藤本由

香里の論文を参照している。 

 以上のような「スタイル画」研究の現状に関して，2

つの課題が提起できる。まず，ほとんどの議論が藤本由

香里の研究を前提とし，「スタイル画」の起源を主に高橋

真琴に見出し，その表現様式はそれ以前のものから隔絶

しているとしているが，状況はより複雑だったのではな

いかという疑問の検証である。さらに，1950 年代末の「ス 

 

図 1 高橋真琴「あらしをこえて」，『少女』光文社，1958
年 3 月号，p. 57 

図 2 夏目房之介他『マンガの読み方 別冊宝島

EX』宝島社，1995 年, p. 180． 
図 1 　高橋真琴 「あらしをこえて」， 『少女』 光文社，

1958 年 3 月号， p.57
図 2 　夏目房之介他 『マンガの読み方　別冊宝島 EX』 宝島社，

1995 年,  p.180.

の一環である。上述の拙論を踏まえつつ，『少女』のライ

バル誌であった講談社の月刊誌『少女クラブ』に調査対

象を広げ，これまであまり詳細に検討されることのなかっ

た「オシャレ」をキー概念として，『少女』とは異なる｢ス

タイル画 ｣の系譜があったことを明らかにする。

　最初に，マンガ研究において「スタイル画」が占める

位置を確認しておきたい。コマと吹き出しからなるストー

リーマンガは 1950 年代に成立したとされるが，伊藤剛

は，劇画における「自然主義リアリズム」「映画的手法／
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3．『少女』における高橋真琴の「スタイル画」風表現 
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いかという疑問の検証である。さらに，1950 年代末の「ス この時期のマンガの 1 ページのコマ構成は 3 列 4 段が基

7)
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5．『少女クラブ』における「スタイル画」（1） 
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① 最初の「スタイル画」募集：東浦美津夫「どこに青

い鳥」（1958 年 5 月号〜12 月号） 
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② 付録の中の「スタイル画」：ちばてつや「ママのバイ

オリン」（1958 年 6 月号〜1959 年 5 月号） 

1958 6

12

16)

18)

芸術工学研究 Vol. 30, 2019 5



 

  

5

 4 19) 7

1958

3

4

 5  

 

 

③ 挿絵画家の描く「スタイル画」──日向房子「あま

から選手」（1957 年 1 月号〜1960 年 5 月号） 
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図 4 ちばてつや「ママのバイオリン」，『少女クラブ』講談社，

1958 年 7 月号付録，pp. 46-47 

図 3 原作・春名誠一，絵・東浦美津夫「どこに青い鳥」，

『少女クラブ』講談社，1958 年 6 月号，p. 25 

図 5 ちばてつや「ママのバイオリン」，『少女クラブ』講談社，

1959 年 1 月号付録，p. 142 

 

  

最後の号は本誌のみ，それ以外は別冊付録のみに掲載さ

れた。「スタイル画」関係の募集は合計 5 回で，すべて付

録の中で行われたが，マンガ本編とは別途に用意された

巻末のページに手本となる全身図が掲載されるという形

式だった（図 4）19)。最初に掲載された 7 月号付録では

「このまなみちゃんのスタイル画をかいて送ってくださ

い」とあることや，「これがスタイル画です」として手本

の絵を示している号もあるため，ちばによる手本は「ス

タイル画」と呼ばれていると解釈することもできる。だ

が，1958 年夏の増刊号に特別掲載された主人公の全身図

が 3 つ描かれたフルカラーの口絵は，「まなみちゃんの可

愛いスタイル集」となっている。そして，読者が手本を

元に描いた絵は，「まなみちゃんコーナー」という 4 ペー

ジほどあるコーナーで「スタイル画」という見出しの元

で掲載されている（図 5）。 

  「スタイル画」という語の用い方については上述のよ

うに曖昧さを残しているが，マンガ家による手本と読者

によるその模写という構造は，「ママのバイオリン」でも

『少女』の高橋真琴作品と共通している。しかし，全身

図は付録の読者コーナーにしか掲載されていないため，

ここから少女マンガにおける新しい視覚的表現へと展開

する可能性は見いだせない。その意味で，「ママのバイオ

リン」では手本を「スタイル画」と呼んでいるとしても，

ちばの絵は高橋の場合とは肝心の点で性格を異にするも

のと言える。さらには，後述するように，ちばの絵は「オ

シャレ」という点でも，東浦美津夫の場合と同様に，高

橋とは異なる。 

 

③ 挿絵画家の描く「スタイル画」──日向房子「あま

から選手」（1957 年 1 月号〜1960 年 5 月号） 

3 つ目に挙げる「あまから選手」では，「ママのバイオ

リン」と同じ号から「スタイル画」募集がはじまった。

ただし，この作品はマンガではなく，森いたるのユーモ

ア小説に日向房子が挿絵を描いたもので，『少女クラブ』

に 1957 年 1 月号から長期にわたり連載されていた。手本

を指定しない似顔絵の募集は 1957 年 6 月号から，全身を

描いた手本に基づく読者の絵の募集は1958年7月号から

はじまり，いずれも連載終了までほぼ毎回行われ，読者

の絵は「にがお絵」と「スタイル画」に分けてまとめて

本編のページ内に掲載された（図 6）。全身図については，

1958 年 7 月号から 9 月号までは主人公圭子の「スタイル 

をかいて」送るようにとなっていたが，1958 年 10 月号

図 4 ちばてつや「ママのバイオリン」，『少女クラブ』講談

社，1958 年 7 月号付録，pp. 46-47 

 

図 3 原作・春名誠一，絵・東浦美津夫「どこに青い鳥」，

『少女クラブ』講談社，1958 年 6 月号，p. 25 

 

 

図 5 ちばてつや「ママのバイオリン」，『少女クラブ』講談

社，1959 年 1 月号付録，p. 142 

図 3 　原作 ・ 春名誠一， 絵 ・ 東浦美津夫 「どこに青い鳥」，

『少女クラブ』 講談社， 1958 年 6 月号， p .25

図 4 　ちばてつや 「ママのバイオリン」， 『少女クラブ』 講談社，

1958 年 7 月号付録， pp.46−47

図 5 　ちばてつや 「ママのバイオリン」， 『少女クラブ』 講談社，

1959 年 1 月号付録， p.142
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図 7 日向房子・日向里子「あなたをうつくしく」，『少女クラブ』

講談社，1958 年 2 月号，p. 134 

図 8 原作・森いたる，絵・日向房子「があぴいさん」，『少女

クラブ』講談社，1958 年 7 月号，pp. 224-225 

図 6 原作・森いたる，絵・日向房子「あまから選手」，『少女

クラブ』講談社，1958 年 11 月号，pp. 90−91 

 

  

以降は，「圭子さんのスタイル画をお送りください」など

といった表記が標準的となる。一方，読者が投稿した絵

の方は一貫して「スタイル画」と呼ばれている。小説の

挿絵とマンガというジャンルの違いはあるが，手本と模

写と懸賞の関係性はやはり『少女』における高橋真琴の

場合と同じである。 

日向房子は，詳しい経歴は判明しなかったが，1940 年

代末から翻訳物を中心とする少女小説や童話の挿絵画家

として活躍し，少女向け雑誌の身だしなみや手芸の記事

なども寄稿している。本来的意味のスタイル画も手がけ

ており，『少女ブック』や『少女クラブ』に「あまから選

手」以前から掲載されている（図 7）。日向はマンガにも

少し手を染めており，「スタイル画」の募集がはじまった

『少女クラブ』1958 年 7 月号には「あまから選手」と同

じ森いたるの原作で「があぴいさん」という読み切りマ

ンガも描いている（図 8）。このマンガは 4 段 2〜3 列の

コマ配置を基本とし，全体に引きの構図が多い。人物の

描き方は「あまから選手」をさらに簡略化したものだが，

「スタイル画」募集も全身図も見られず，視覚的表現と

しての新しさはない。 

 スタイル画，挿絵，マンガと 3 つの分野をまたいで少

女雑誌に絵が掲載され，オシャレに関してはプロとも言

える日向房子の場合，「あまから選手」の挿絵では当時の

洋裁雑誌に見られるようなデザインをしばしばスタイル

画のように描いているが，マンガに手を染めたときには

平凡なユーモアマンガの視覚的表現様式に終始している。 

 

  以上『少女クラブ』において「スタイル画」という言

葉が添えられた最初期の 3 作品を確認したが，先に取り

上げた丸山昭はこれらの「スタイル画」募集には関わっ

ていないと考えられる。丸山は 1953 年講談社に入社し，

1954 年に『少女クラブ』に配属され，1958 年に『ぼくら』

に移動する。『ぼくら』への移動時期は不明であるが，東

浦美津夫の「夕やけの曲」までは担当したという丸山自

身の証言はある 20)。この連載の終了は 1958 年 3 月号で

ある。一方，『少女クラブ』の奥付を見ると，1959 年 4

月号から編集人が丸山昭となっている。したがって，丸

山は1958年4月号から1959年3月号まで，『少女クラブ』

の仕事には携わっていなかった可能性が高い。『少女クラ

ブ』ではまさにこの間に，『少女』と同じように掲載され

た手本を模写した読者による「スタイル画」の募集がは

じまったのである。  

図 7 日向房子・日向里子「あなたをうつくしく」，『少女ク

ラブ』講談社，1958 年 2 月号，p. 134 

図 8 原作・森いたる，絵・日向房子「があぴいさん」，『少

女クラブ』講談社，1958 年 7 月号，pp. 224-225 

図 6 原作・森いたる，絵・日向房子「あまから選手」，『少

女クラブ』講談社，1958 年 11 月号，pp. 90−91 
図 6 　原作 ・ 森いたる， 絵 ・ 日向房子 「あまから選手」， 『少女

クラブ』 講談社， 1958 年 11 月号， pp.90−91

図 7 　日向房子・日向里子 「あなたをうつくしく」， 『少女クラブ』

講談社， 1958 年 2 月号， p.134

図 8 　原作 ・ 森いたる， 絵 ・ 日向房子 「があぴいさん」， 『少女

クラブ』 講談社， 1958 年 7 月号， pp.224−225

　以上『少女クラブ』において「スタイル画」という言
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細川の作品では「スタイル画」の募集は行われていない

ため，「スタイル画」という言葉は明らかに細川の絵を指

している。細川の描く少女たちの服はオシャレであるが，

衣服として仕立てることが可能かどうかなど無視したデ

ザインで，海外のファッションを意識した高橋とはまた

別の意味で観賞用である。「母の名よべば」の貧しい境遇 

と思われる主人公は，ちばてつやの場合とは対照的に，

「スタイル画」だけではなく本編中でも，いつどこで入

手したのか，そのような金銭的余裕があったのかといっ

た疑問を持つ余地もないほど次々と意匠を凝らした服を

着替えていく。贅沢に布を使って波打つスカート，大量

のフリルやプリーツやリボンなどの過剰なまでの装飾が，

独特で華やかなスタイルとなっている（図 11）。 

『少女クラブ』では，最初期には東浦美津夫とちばて

つやによる手本を，おそらくは高橋真琴の場合の「スタ

イル絵」にならって「スタイル画」と呼んでいたが，細

川知栄子の作品以降は懸賞に関係なく大きく描かれた全

身図そのものを「スタイル画」と呼んでいる。とはいえ，

そうした「スタイル画」という言葉が絵に添えられてい

る作品の傾向はばらばらである。南汀子（＝石森章太郎）

の「金時さん」（1959 年 6 月号〜1960 年 10 月）では，1960

年 3 月号に以後毎号「スタイル画」を掲載するとの告知

がある。この話は途中で立ち消えとなってしまうのだが，

そもそも田舎から出てきた気は優しくて力持ちの大柄な

小学生が主人公で，設定も絵柄もオシャレな「スタイル

画」とは相性が悪いものであった。水野英子の「星のた

てごと」（1960 年 1 月号〜1962 年 9 月号）では，少なく

とも 1 件 1960 年 8 月号で主人公の全身図に「リンダちゃ 

 んのスタイル画」と書かれている。こちらは，時代も場

所も不明な西洋中世風の衣裳である。なかでも異色なの

が，武内つなよしの「わんウェイ通り」（1960 年 5 月号

〜1961 年 5 月号）で，主人公はポッチーという名の犬で

ある。1960 年 7 月号には「ポッチーのスタイル画」が掲

載されているが，描かれている服の形状も花束によって

隠れて判然とせず，スタイルという言葉が該当する要素

は皆無と言える（図 13）。同様の絵は，このあと 2 回掲

載されている。これらの例を見ると，『少女クラブ』では，

オシャレであってもなくても，全身図であればとりあえ

ず「スタイル画」と呼ぶのが慣例になっていったと考え

られる。 

 ただし，「スタイル画」概念の形骸化が進んでいるよう

に見える中，新たな潮流は確かにあった。ちばてつやは

図 10 原作・松井玲子，絵・細川知栄子「黒いコウモリ」，

『少女クラブ』講談社，1959 年 6 月号，pp. 106-107 

図 11 原作・春名誠一，絵・細川知栄子「母の名よべば」，

『少女クラブ』講談社，1960 年 8 月号，pp. 58-59 

図 9 ちばてつや「ママのバイオリン」，『少女クラブ』講

談社，左 1958 年 11 月号付録，p. 82：右 1958 年 12 月

号付録，p. 82 
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図 10 原作・松井玲子，絵・細川知栄子「黒いコウモリ」，

『少女クラブ』講談社，1959 年 6 月号，pp. 106-107 

図 11 原作・春名誠一，絵・細川知栄子「母の名よべば」，

『少女クラブ』講談社，1960 年 8 月号，pp. 58-59 

図 9 ちばてつや「ママのバイオリン」，『少女クラブ』講談社，

左 1958 年 11 月号付録，p. 82：右 1958 年 12 月号付録，

p. 82 

図 9 　ちばてつや 「ママのバイオリン」， 『少女クラブ』 講談

社， 左 1958 年 11 月号付録， p.82：右 1958 年 12 月号

付録， p.82

図 10 　原作 ・ 松井玲子， 絵 ・ 細川知栄子 「黒いコウモリ」，

『少女クラブ』 講談社， 1959 年 6 月号， pp.106−107

図 11 　原作 ・ 春名誠一， 絵 ・ 細川知栄子 「母の名よべば」，

『少女クラブ』 講談社， 1960 年 8 月号， pp.58−59
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図 13 ちばてつや「ユカをよぶ海」，『少女クラブ』講談社，

1959 年 12 月号，pp. 42-43 

図 12 武内つなよし「わんウェイ通り」，『少女クラブ』講談

社，1960 年 7 月号，pp. 36-37 

図 14 「あなたもデザイナー」，『少女クラブ』講談社，1961 年

4 月号，p. 152 

 

  

それを読み取っていた。 

 

……大きくスタイル画を描き入れてファッション

を見せるという手法が少女漫画では流行っていた

からだ。私もそれに倣って描いていたのだが，そ

うしている自分が苦痛でならなかった。私の描く

女の子はスタイル抜群のきれいな子ではなく，ど

ちらかといえば泥くさく，生活の匂いを感じさせ

る子が多かった。その意味でも表現上の違和感を

持ち始めていた。もちろん私は女性漫画家の作風

を否定するつもりはない。彼女たちは本当に楽し

そうに，のびのびと，きれいに女の子を描いてい

た。ただ男の私とは大きくモチベーションが違っ

ていたのだ 22)。 

 

ちばてつやは，「ママのバイオリン」の次作「ユカをよ

ぶ海」（1959 年 6 月号〜1960 年 8 月号）で主人公をペー

ジの縦全体を使った全身図を，見開きの片側に 1 回，見

開きの両側に 3 回描いている（図 13）23)。「スタイル画」

を描くことを求められていると感じたちばは，「ママのバ

イオリン」と比べればオシャレな絵を描こうとしている。

しかし，のびのびと心から楽しそうに描いている女性マ

ンガ家にたいし，ちばはモチベーションが違うと感じて

いた。丸山昭が言及していたような，オシャレを描ける

女性マンガ家との感性の差が，まさに当事者によって語

られているのである。 

 

8. むすび 

   『少女クラブ』では，高橋真琴の「あらしをこえて」

の第 1 回が『少女』に掲載されてから約半年後，東浦美

津夫とちばてつやの連載の中で「スタイル画」を募集し

た。だが，東浦とちばの描く手本の全身図は，ほぼすべ

て付録の読者ページに掲載され，本編のマンガと関わり

を持たず，またオシャレさで少女たちを魅了しようとす

るものでもなかった。この点で 2 人の描く全身図は，オ

シャレなスタイルをマンガ本編見開きの横に大きく描く

という高橋の「スタイル画」風表現の新しさの本質を理

解しておらず，マンガ研究において「スタイル画」とさ

れてきたものの要件を満たしていない。従来の男性マン

ガ家が描く少女マンガの路線から，まだ大きく外れるこ

とはなかったのである。 

 『少女クラブ』で「スタイル画」という言葉が再び添

図 13 ちばてつや「ユカをよぶ海」，『少女クラブ』講談社，

1959 年 12 月号，pp. 42-43 

図 12 武内つなよし「わんウェイ通り」，『少女クラブ』講

談社，1960 年 7 月号，pp. 36-37 

図 14 「あなたもデザイナー」，『少女クラブ』講談社，1961
年 4 月号，p. 152 

図 12 　武内つなよし 「わんウェイ通り」，『少女クラブ』 講談社，

1960 年 7 月号， pp.36−37

図 13 　ちばてつや 「ユカをよぶ海」， 『少女クラブ』 講談社，

1959 年 12 月号， pp.42−43

図 14 　「あなたもデザイナー」， 『少女クラブ』 講談社， 1961 年

4 月号， p.152

　『少女クラブ』では，高橋真琴の「あらしをこえて」
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